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看護師 20 名のチェックリストの得点を統計学的に分析した．②システム使用後 14 名の課題を表す「整理
シート」の記述を内容分析した．③システム使用後 14 名の知覚をインタビューし内容分析した．


















　A 病院は，がん専門病院であり，毎年約 10 名
の新人看護師を採用している．看護部の教育委員









































1 ）看護基本技術チェックリスト（図 2 ）
　チェックリストは，「基本姿勢と態度」「技術的
側面」「管理的側面」の 3 側面，25 大項目，137
















大項目を a から y の記号を用いて表示し，項目毎
に課題を記載する．記載時期は，就職後 1 か月，






面」「管理的側面」の 3 側面，25 大項目毎に，新
人看護師が評価結果の平均値を算出し，レーダー
チャートを作成する．記載時期は，就職後 1 か月，













　A病院に平成 26 年度から平成 28 年度に就職し，
研究の同意が得られ，システムを使用した新人看






























3 か月，6 か月，1 年の得点を集計表に入力した．











面」「管理的側面」3 側面，521 小項目の就職後 1
か月，3 か月，6 か月，1 年の得点を集計表に入
力した．入力したデータを IBM SPSS Statistics25
を用いて記述統計量を算出した．また，就職後 1










面」「管理的側面」3 側面，521 小項目の就職後 1
か月，3 か月，6 か月，1 年の得点を集計表に入
力した．入力したデータを IBM SPSS Statistics25
を用いて記述統計量を算出した．また，チェック
リストの「基本姿勢と態度」「技術的側面」「管理


























































































トの総得点は，就職後 1 か月が 869.7 点，3 か月













月が 1.42 点，3 か月が 1.56 点，6 か月が 1.76 点，




1 か月と 1 年（p＜.001），3 か月と 6 か月（p＜.01），
3 か月と 1 年（p＜.001），6 か月と 1 年（p＜.05）
の間に有意差を認めた（図 5）．
　「技術的側面」の平均得点は，就職後 1 か月が






3 か月と 1 年（p＜.001），6 か月と 1 年（p＜.01）
の間に有意差を認めた（図 6）．
　「管理的側面」の平均得点は，就職後 1 か月が





1 か月と 1 年（p＜.001），3 か月と 6 か月（p＜.01），




面」「管理的側面」3 側面に対する就職後 1 か月，




































































2 職業人・看護師としての自覚を持ち，責任をもって看護する（4） 自覚と責任をもって行動する（2） 責任を持って業務に専念する（1）
公務員・看護職員としての自覚を常に持って行
動する（2）
3 病院および看護部の組織と機能を学ぶ（4） 病院及び看護部の組織と機能を学ぶ（4） 病院で働く職種とその役割を理解し，チームの一員として意識する（3） チーム医療を行う看護師として自覚する（1）
4 患者に必要な情報を総合的に収集する（3） 患者の情報を正しく観察し，記録に残す（4） 情報収集は身体的なことだけでなく，精神面・社会面のことも把握する（1）
5 患者に合わせた説明をする（3） 患者に合わせた分かりやすい説明を行い同意を得る（1） 患者が自己決定できるよう情報を提供する（1）
不安を軽減できるように，患者家族にわかりや
すい説明を行う（1）








8 職場に慣れる（1） 夜勤のために体調を整える（1） 自身の健康保持を増進する（1）
9 他部門との約束事を知る（1） 病院で働く他職種の役割を知る（1） 他職種との連携を学ぶ（1） 多職種とのカンファレンスにて患者の状態をしっかりとアセスメントし情報伝達する（2）























8 呼吸を整えるための看護を学習する（6） 呼吸を整えるための看護を学習する（1） 呼吸を整えるための看護を学習する（5） 呼吸を整えるための看護を学習する（5）







12 感染予防対策を学習する（1） 感染予防対策を学習する（1） 感染性病原体を含めた感染予防対策を学習する（1）
13 救命救急看護を学習する（5） 気管内挿管・人工呼吸器管理を含めた救命救急看護を学習する（9） 救命救急看護を学習する（4） 救命救急看護を学習する（7）
14 救命救急看護を実施する（5） 人工呼吸・気管内挿管・心電図異常判断を含めた救命救急看護を実施する（8）
15 与薬の技術を実施する（4） 与薬・輸血の技術を実施する（5） 注射を含めた与薬・輸血の技術を実施する（7） 麻薬を含めた与薬・輸血の技術を実施する（10）
16 与薬のための学習をする（3） 与薬・輸血のための学習をする（9） 抗がん剤を含めた与薬のための学習をする（3） 与薬のための学習をする（3）
17 与薬のための観察をする（1） 輸血のための観察をする（3） 抗生剤の副作用を含めた与薬のための観察をする（1）
18 検査を実施する（3） 骨髄穿刺・血液培養採取を含めた検査を実施する（4） 胸腔・腹腔穿刺を含めた諸検査を実施する（5）
骨シンチ・気管支鏡検査を含めた諸検査を実施
する（15）




21 死亡時の看護を実施する（2） 死亡時の看護を実施する（4） 死亡時の看護を実施する（7） 患者の尊厳・家族への配慮を含めた死亡時の看護を実施する（7）
22 ME 機器を理解する（2） ME 機器を理解する（1） 除細動器を含めた ME 機器を理解する（3） ME 機器を理解する（8）












1 薬剤を適切に受領し管理する（6） 薬剤を適切に管理する（4） 薬剤の取り扱いを方法を理解する（1）〔実践〕 薬剤を適切に管理する（7）
2 情報の管理をする（5） 個人情報保護を責任を持って行う（4） 継続して個人情報を保護する（1）〔実践〕 個人情報保護に努める（5）
3 看護ケアの優先度を考えて行動する（4） 優先順位を考えて行動する（6） 優先順位を考えて行動する（3） タイムスケジュールを立てて行動し，時間内に業務を実施する（4）
4 災害時の対応を理解する（4） 災害発生時の対応について知る．（6） 災害発生時の対応を理解する（8） 避難ルートや防災装置を把握し緊急災害時に対処する（11）
5 患者に合った物品を準備する（4） 物品の使用方法を覚え，患者にあった物品を適切に使用する（5） 看護用品の保管場所を知り正しく使用する（2） 患者に合わせ使用物品を選択する（3）




8 物品を大切に使用する（3） 物品のコストを知る（1） コスト意識を持って，適切に診療材料を使用する（3） 物品を無駄にせず大切に取り扱う（2）
9 インシデントを防止するとともに，発生時は報告を行う（2） インシデントレポートの記入方法を学ぶ（1） インシデントレポートを記入する（1）
10 看護記録を適切に記録する（1） 看護記録を行う（1） 看護記録を基準に沿って記録する（1） 正確に記録する（1）
11 血液製剤の保管方法を知る（1） 血液製剤の取り扱いを理解する（3）































































































































































した新人看護師は，就職後 1 か月，3 か月，6 か月，











































































































































































































































Evaluation of the Efficacy of an Integrated Evaluation System 
for Novice Nurses to Acquire Nursing Basic Skills
Masako Maruyama1), Yuichi Umezawa1), Harumi Ouchi1), Masayo Hino1) 
Yumiko Utida1), Miyuki Abe1), Kyoko Onai1) and Yasuhiro Matuda2) 
1) Gunma Prefectural Cancer Center 
2) Gunma Prefectural College of Health Sciences
Objectives: To clarify whether an integrated evaluation system for novice nurses will contribute to the acquisition of 
skills and clarify nursing tasks [Does this reflect your intended meaning here and below?], and to evaluate the 
effectiveness of that system.
Methods: We compared checklist scores of 14 novice nurses who used the system and 20 novice nurses who did not use 
the system by statistical analysis. “Summary sheets” that described problems with nursing tasks experienced by nurses 
who used the system were analyzed.  In addition, we interviewed the nurses who used the system to obtain their 
impression of the system.
Results:  The scores of nurses who used the system were significantly higher at 1, 6, and 12 months after beginning their 
jobs.  Most of the tasks observed on the summary sheets were related to self-learning and daily living care for patients; 
however, the tasks listed on the summary sheets changed over time as the nurses gained more experience [Is this addition 
ok?].  Nurses’ impressions of system were classified into 12 categories, such as [use of the system helped to clarify tasks] 
and [ability to concentrate on completing the checklist as a goal].
Conclusions:  The introduction of this system promoted the effective acquisition of skills, identification of problems, and 
setting of goals.
　　　Keywords: novice nurses, acquire basic nursing skills, integrated evaluation system
